









2014 年～ 2015 年にかけて断続的に実施された．対象
者は，それぞれ各国の小学校4年生・6年生1 の 434名（6
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1 ジブチでは，学年は 6 年生のものの，システム上中等教育校が対象校になっている．
３．テスト問題
　テスト問題は「国際数学・理科教育動向調査（Trends 
in International Mathematics and Science Study：
TIMSS）」の 2011 年の公開サンプル問題（小学校 4








Grade ４ Grade ６
Country
Bolivia
N 234 200 434
％ 53.9% 46.1% 100.0%
Djibouti
N 129 111 240
％ 53.8% 46.3% 100.0%
Mozambique
N 231 201 432
％ 53.5% 46.5% 100.0%
Total
N 594 512 1106





























問題番号 内容領域（トピックの正式名） 認知的領域 解答様式
Q1 数（整数） 応用 選択式
Q2 数（整数） 知識 記述式
Q3 数（分数・小数） 知識 選択式
Q4 数（数列・数の関係） 応用 選択式
Q5 数（整数） 応用 記述式
Q6 数（整数の数式） 知識 選択式
Q7 数（分数・小数） 応用 記述式
Q8 数（整数） 応用 選択式
Q9 数（分数・小数） 知識 記述式
Q10 数（整数） 知識 記述式
Q11 数（分数・小数） 応用 選択式
Q12 図形及び測定（点・線・角度） 知識 選択式
Q13 図形及び測定（2・3 次元図形） 応用 選択式
Q14 図形及び測定（2・3 次元図形） 推論 選択式
Q15 資料の表現（読み取り・解釈） 知識 選択式
Q16 資料の表現（組み立て・表現） 推論 選択式
グラフ 1：国別正解率及び国際平均正解率（Q1-Q8） グラフ 2：国別正解率及び国際平均正解率（Q9-Q16）























・4 年生と 6 年生の正解率を比較すると，多くの問題













・分数関連問題（Q3 ／ Q7 ／ Q9），図形関連問題（Q12
／ Q13 ／ Q14）の正解率が全般的に低い．


























・4 年生と 6 年生の正解率を比較したとき，4 桁＋ 3
桁（Q2），数列（Q4），文章題加法（Q5）での正解
率の向上が見られたが，それ以外では目立った向上
はみられず，6 年生になっても，2 桁× 2 桁（Q10）
さえできない児童が全体の 89.1％にものぼることが
分かった．
・分数関連問題（Q3 ／ Q7 ／ Q9），図形関連問題（Q12
















グラフ 7：モザンビークにおける学年間正解率の比較（Q1-Q8） グラフ 8：モザンビークにおける学年間正解率の比較（Q9-Q16）
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型となっているようである．A：3 ＋ 8 ＝ 11，ないし，
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ことを目的とすることもあえてよしとし，ドリルや
プリント学習を積極的に導入し習慣的に時間を確保
して取り組めるように支援することも，「定着を図
る授業」を形作るのに大事なことだと考えられる．
⑼　どんなによい教科書・指導書・教材を教員に紹介
しても，教員が積極的に活用しようとしなければ（あ
るいはできなければ）どのような支援も無意味に
なってしまう．その意味では，教員に対する教科書・
指導書・教材の使い方に関する指導や研修も，わか
りやすい指導・説明だけを意識するのではなく，ど
うすれば，教員が喜んで，あえて言えば，楽しんで
活用してもらえるのかについて意識すべきであると
考えられる．教員の自主性・関心を高めるような支
援でなければ，支援の成果が児童にまで到達するの
は非常に難しいからである．
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TIMSS サンプル問題を活用した算数学力調査結果について ―ボリビア，ジブチ，モザンビークの比較分析を通じて―
